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46 フィジー語
FIJIAN

【主 な使用地域 】 南太 平洋の フィジー諸

島共 和 国 で話 され る。 話 し手 の数 は約

35万 人。

どんな言語? オース トロネ シア語族 ・オセアニア

諸語に属する、開音節 ・5母 音 とい

う日本語話者 には比較 的習得 しやすい発音体系をもつ言語です。基本文

型 は動詞 ・目的語 ・主語で、例 えば、｢子 どもがオレンジを食べた｣と い

う時には｢食 べた ・オレンジ ・子 ども｣と な ります。

フィジー語 には代名詞がた くさんあ ります。単数 ・双数 ・少数 ・複数

の四つの数の区別に加 え、1人 称 に除外形 と包括形があり、1セ ッ トは

なんと15の 形か らな ります。 したがって、同 じように｢私 たち｣と いう

ときで も、｢私 とあなた｣の 場合 にはkedau、｢私 と(あ なた以外 の)誰

か｣の ときにはkeirau、 さ らに｢私 とあなた ともう1人｣な らkedatouと

い う形 をつかい ます。｢私 たちフィジー人｣な どと言いたい ときには複数

形のkedaで す。一見やや こしそうですが、慣れて しまえば実 はとても

便利。例 えば、聞き手を含 まない双数形keirauを 使 って｢私 たちは出か

けます｣と い うだけで、｢お 父さん とお母さんで行って くるか ら、 あなた

はここで待 っててね｣な どとい うニュアンスを伝 えることがで きた りす

るか らです。

代名詞にはさらに所有表現 に4つ の区別があ ります。｢私 のマ ンゴー｣

と言 うには、私が物 として所有 して い るマ ンゴー な らnoqu maqo

(maqoは｢マ ンゴー｣、qは[Og]を 示 す)、 私が食 べよう と思 っている

マ ンゴー な らkequ maqoま た はmequ maqoと な ります。kequと
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mequの 区別は、前者が食べ物、後者が飲み物というのが目安ですが、

熟したマンゴーや飴、角砂糖は飲み物扱いとなるなど、語彙や被所有物

の状態によって決まっています。所有表現には、これに加えて分離不可

能所有と呼ばれるものがあり、身体名称や親族名称の中の特定の語には
           み   の

代名詞語尾が直接ついてtina一里｢私 の母｣の ようになります。

 フ ィジーの村での漁 か らの帰路、あ る人が同 じ魚の ことを話 すのに

noqu ikaと 言 った りtkqu ika(ikaは｢魚｣)と 言 った りする場面 に遭遇

しました。前者 は今 日の収穫量の話 をしているときで｢私 が獲 った魚｣の

こと、後者は もちろん｢私 が食べ るための魚｣の ことで、 この形を使 うこ

とでその日の自分の取 り分 を主張 していたわけ。 このような豊かな代名

詞の体系は、オセアニア諸語に広 くみられる特徴です。

o使 ってみようこんな表現!

 フィジーの村では、人を見かけたら、いや、人の気配を感 じたら必ず声
       サコ  ラ コ  キ ヴェイ

をか け ま し ょ う。Sa lako ki vei?｢ど こに行 くの?｣。 答 え る とき に は、
ラ コ キ エリ                マ イ カ ナ

Lako ki eri.｢ち ょっ とそ こ まで｣。 ご飯 ど きで あ れ ば 、 Mai kana!｢一 緒

に食 べ ま し ょ う よ!｣と な りま す。 そ う言 わ れ て も家 に上 が り込 ん で 食 卓
             ヴ イナ カ           サヒ オヒテイ マ イ

についたりしてはいけません。Vinaka!｢結 構1｣、 もしくはSa 6ti mai!

｢もう済ませてきたよ!｣と いうのが正しい答え方。ただし親 しい相手の場

合にはもちろん、立ち止まってどこへどういう目的で出かけるのだと話を

することもあります。

 これは習慣であると同時にセーフティー ・デバイスでもあるのです。村

で、森の中で、畑まで山の中を何キロも歩いて行 く道で、互いに声をかけ

ることで、誰がいつごろどこにいたのかを確認 しあうことになるからで

す。ある時、5歳 の女の子が行方不明になってしまったことがありまし

た。真っ青になって探 しに行きましたが、村の人たちの｢あ っちにいった

よ｣、｢少 し前にそこで見かけたよ｣ということばをつないでいくことで、

無事、見つけ出すことができたのでした。
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フィジー語の今 人が住 んで いる島 だ けで も100以

上、 といわれるフィジー諸島で話 さ

れるフィジー語 にはた くさんの方言があ ります。標準 フィジー語のSa

Iako ki vei?｢ど こに行 くの?｣と いう挨拶 ことば もカンダヴ島ではSa
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lai ya?、｢あ なたの名前はなんですか?｣と 言うときで も、標準 フィジー

語ではO cei na yacamu？ 、 カンダヴ島ではKo yava nomu ila?、西部方

言ではO cei mu yaca?と な るなど、発音や文法、語彙 もさまざまです。

 長年 にわた りフィジー各地の ことばにまつわ る話題 を届けて きたラジ

オ番組Noda Vosa｢私 た ちの ことば｣の おかげで、 フィジーの人たちは

行ったことのない土地で話 されることばについて も認識が高 く、番組担

当のアイル ラン ド出身の言語学者 ギャラティ博士 は、｢ど の方言 も母語

の ように話す ことがで きる｣と 尊敬の的。一方私の方は、首都で調査地

出身の娘さんを見かけてカンダヴ方言で話 しかけて嫌が られて しまった

り(｢格 好悪いからやめて!｣)、 エ リー ト・フィジー人 の集 まりで、 フィ

ジー人同士で英語だけで会話 してい るの を耳 にした り。 ことばがさまざ

まな社会的地位や思想 を反映 するのはフィジーで も例外 ではあ りませ

ん。

[;1お 奨めの本 簡単な会話表現 と背景を知 うには、アルバー ト・J・シ

ーツ『フィジ語会話集｣(庄 司香久子訳、泰流社、1987)、 フィジー語文法の

入門書には、菊澤律子編r標 準 フィジー語入門』

 tufs.ac.jp/elib/ltext/fji/pdf/a.pdf)

Grammar (Government of Fiji,

 (1999, http://www.aa.

)>tあ り ま す 。G.B.MilnerのFijian

 197; もお奨 めで す 。辞 書 は、A. Capel1,

A New Fijian  Dictionary (Government of Fiji, 1968)が語彙数も多 く、使

いやすいでしょう。専門書にな りますが、フィジー語の方言については

P. A.  Geraghty, The History of the Fijian Languages (University of

Hawai`iPress,1983) で著者が行った30を 超える地点での言語調査データ

とその歴史言語学的分析を読むことができます。

フィジー語を話す人々 もう10年 以上前の こと。 フィジー

人の友人メレがご主人の留学 に伴 い

ニュー ジーランドで暮 らす ことになりました。はじめての都会暮 らしで

大丈夫だろうか。心配 して訪れた私の前 に現れた彼女 は、顔色 も良 くニ

コニコしています。 その 口か ら出て きたのは意外 なことばでした。｢こ

こでは変 な目でみられないか ら、す ごく楽なの｣。

 フ ィジーの人 口約80万 人 の半数 はイン ド系住民です。 この、現地 で

｢イ ンド人｣と 呼 ばれる人たちの先祖は、イギリスの植民地時代にサ トウ



キビ ・プランテーションの労働力 としてフィジーに入植 しました。植民

地政策 を含むさまざまな理由で、現在、フィジー系住民 とイ ンド系住民

の仲は必ず しも良い とは言えません。住む地域 も別れていて両者の接触

は少な く、 ことばも前者がフィジー語 を話すのに対 し後者 はヒン ドゥス

ター二語などインド系の言語で、必要 となれば両者の意思疎通 に使われ

るのは英語です。 メレはフィジー系で ご主人 はイン ド系、そんな組 み合

わせの家族 は、珍 しい とい うよ り｢異常｣だ と思われて しまうので しょ

う、フィジーで外 を歩 くと、 フィジー系 ・インド系両方の人から冷たい

目でみられるのだ と、その ときはじめて話 して くれ ました。

｢相 手の人がイン ド人だ と聞いた時には反対 した ものよ｣と は、メレの

お母さん。｢で も会 ってみた らいい人だった し、今で は良かった と思 っ

てる｣。 そして話は思 いが けない方向へ展開す るのです。｢日 本人だ っ

て、第二次大戦の時 には多 くの フィジー人が ソロモン諸島で戦った もの

だけど、あなたに会 って直接話 した ら悪い人ではない。 どこの国の人だ

って人間はみんな同 じ｣。 いなかで生 まれ育ち、外国 どころか首都 のス

パにさえほとん ど行 ったことがない｢お 母 さん｣の 、重いことばです。

インド系の主婦たちと積極的 に交流し、今ではイン ド料理 にも精通す

るメレ。メレの実家を訪れるたびに、慣れないフィジー語を話そうと努

力するご主人。そんな2人 を通 して知 らず知 らずのうちに異文化 に接 し

取 り入れて行 く人々。 こんな日常 レベ ルでので きごとの積み重ねが、

1998年 に国名 をフィジー共和 国か らフィジー諸島共和国に改 め、英語

のみだった公用語 にフィジー語 とヒンドゥス ター二語 を加 えた この国

の、将来にむけての強い基盤になるのだ と私 は信 じています。

カンダヴ島の人々
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